
令和６年 第２回 熊野町議会定例会（６月）

一 般 質 問 通 告 一 覧 表

Ｎｏ．１

質 問 議 員
質問の

方 法
質 問 事 項 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

１．荒瀧議員 一問一答 ① 筆の里工房周辺

整備について

● 「筆文化と永年の文化芸術活動」の実績を町

民に還元し、浪費型公共事業にならないため

に

① 都市公園整備の内、体験施設が先行してい

る。なぜか。

② 治山治水が万全な適地か。

③ 熊野町観光交流拠点整備構想計画書は人口

減抑制、地域経済縮少軽減、定住促進、職場確

保、地域活性化交流人口拡大が目的です。町長

の現状認識は。

④ トンネル無料化、相対的物価低廉、商業モー

ル、人口増、世界的ハンバーガー店出店など本

計画の目的は達成した。見直しを求める。

⑤ 町は筆の里工房理事会などの意見を共有し

ているか。

⑥ 開館以来 30年、約 60億円投資の評価と課題
を整理し、観光の専門家による外部監査を求

める。

⑦ 現在 20余の体験型事業を実施する中、茶室
の移動など改装依頼は無いか。

⑧ 「文化芸術活動」の実績を広く町民に還元す

るため全町的に３ヶ所の防災センターを中心

に農業体験も含めて活動しては。

町 長

② 町内道路のネッ

トワーク化につい

て

● 「道づくりは町づくり」の視点で「地域資源

や特性を活かし、都市と自然の共存したコン

パクトで持続可能な町」づくりのために

① 県道矢野安浦線バイパス事業が本格化し地

元説明・立合が進んでいる。

この地区の残地の地形特性を理解している

か。

② 道上川の自然特性を生かした親水公園を考

えては。

③ 今後の延伸はどうなるのか。

町 長



Ｎｏ．２

質 問 議 員
質問の

方 法
質 問 事 項 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

１．荒瀧議員 一問一答 ② 町内道路のネッ

トワーク化につい

て

④ 公共交通を残すために真剣に町民に活用告

知が必要では。

⑤ 通過交通の危険防止や生活道の改良が急務

ではないか。

⑥ 渋滞解消の代替案として町道１号線の改良

を提案する。世界的ＬＳＩ企業、郷原ＩＣに直

結し、町勢拡大の布石となるのでは。

町 長

２．藤本議員 一問一答 ① 病児保育と病後

児保育について

● 病児保育と病後児保育への現状の対応と延

長保育の拡大は。

町 長

② 消滅する自治体

について

● 消滅する自治体に対する本町の対応と今後

の展望は。

町 長

３．光本議員 一問一答 ① 熊野町政につい

て

● 三村町政４期目の検証による成果と課題に

ついて問う。

● 三村町長の５期目挑戦への決意について問

う。

町 長

② 立地適正化計画

と熊野町のまちづ

くりについて

● 町は本年３月、概ね 20年後の令和 27年を目
標年次とする「熊野町立地適正化計画」を策定

した。この計画で、今後町はどのようなまちづ

くりをどのように進めていこうとしているの

か。

● この計画では、町東部（城之堀、萩原、初神

、新宮）のまちづくりをどのように考えている

のか。

町 長

４．中島議員 一問一答 ① より利便性の高

い交通手段の拡充

について

● 熊野町地域公共交通計画が策定された。

その概要と今後に向けた取組みは。

● 筆の里工房公苑整備に伴う観光施設等への

交通手段の確保は。

● ライドシェアーを始め、様々な地域公共交通

が各市町で始まりつつある。熊野町の地域特

性にあった交通手段を考えるべきではない

か。

町 長



Ｎｏ．３

質 問 議 員
質問の

方 法
質 問 事 項 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

４．中島議員 一問一答 ② 熱中症対策につ

いて

● 近年、高温多湿傾向の気象状況が多くなりつ

つある。対策は。

● 熱中症警戒アラートが発令された場合、公共

施設の開放などの考えは。

● 教育現場、イベント、サロンを始め各活動の

具体的な対策は。

町 長

５．水原議員 一問一答 ① 不登校児童生徒

への対応について

● 現状と課題は。

● 道徳教育からの取り組みは。

教育長

② 処理に困るゴミ

について

● 不法投棄の処理は。

● 側溝や町道等に溜まる落ち葉やゴミの処理

は。

町 長

６．民法議員 一問一答 ① 「熊野版ライドシ

ェア」の導入につ

いて

● 「日本版ライドシェア」が本年４月から都内

で始まった。本町ではこの３月に「熊野町公共

交通計画」を策定しており「熊野版ライドシェ

ア」の導入について問う。

町 長

② 中学校の部活動

の地域移行につい

て

● 国は、学校における働き方改革を考慮した更

なる部活動改革の推進を図るために、令和５

年度から休日の運動部活動を段階的に地域移

行する方向性を示している。

本町の現状と今後の方向性を問う。

教育長

７．沖田議員 一問一答 ① 難聴者への支援

について

● 現状と課題について伺う。

● 軟骨伝導イヤホンの設置を。

町 長



Ｎｏ．４

質 問 議 員
質問の

方 法
質 問 事 項 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

７．沖田議員 一問一答 ② 防災体制の強化

について

● 防災リーダーの配置は。

● オペレーションルームの設置は。

● 職員への研修及び訓練は。

● 気象防災アドバイザーの設置は。

町 長

８．福垣内議員 一問一答 ① 一般ごみ収集方

法の改善に取組ん

でいるか

● 高齢者へのゴミ出し支援は。

● 収集曜日等に柔軟な対応を。

● 公共施設のゴミ量は減っているか。

● 災害時における収集に関して取り組んでい

るか。

町 長

９．片川議員 一問一答 ① 平成 26 年 12 月
定例会において発

議し議決した「老

朽化している教育

施設の整備促進を

求める」以降の教

育施設の現状

● 発議・議決後、10年を経過しようとする中、
町長部局と教育委員会の改善執行努力の「成

果・経緯」と教育施設・教育現場の今後と動向

を問う。

町 長

② 河川管理 ● 昨年９月に質問した河川管理について、９月

以降の動向を問う。

町 長

１０．尺田議員 一問一答 ① 定額減税と調整

給付金について

● 事務取扱とスケジュールについて 町 長

② 新峠道（仮称）と

今後の町の道路行

政について

● 現状と計画について

● 町長の長期的なビジョンについて

町 長


